
○令和６年５月から９月の全国における熱中症による救急搬送人員の累計は97,578人と、
調査を開始した平成20年以降で最多の搬送人員となった。

○令和７年６月は、非常に厳しい暑さとなったこともあり、熱中症による救急搬送人員は17,229人と、

６月分の調査を開始した平成22年以降で最多となった。

○今後も全国的に平年より高い気温になることが予想されているため、昨年に引き続き、熱中症による

救急搬送人員が多く発生することが懸念される。

熱中症による救急搬送状況
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令和６年と令和７年の熱中症による救急搬送状況（週別）

R6（確定値）

R7（5/1~6/30まで確定値）

令和６年の累計搬送人員は97,578人（過去最多）
令和７年の累計搬送人員は62,633人（8月3日まで）
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